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照) ｡それらの内,第6番, 12番染色体の双方の長腕上のそれぞれ3か所, 2か所の
















にはあまり関与しないものと考えちれた(発表論文3, 4, 9, 13参照) ｡また,マイ
クロサテライト不安定性の際の標的遺伝子についても検討したが,いずれもネガティブ
な結果であった(発表論文2, 5参照) ｡































C) lワp (dlv cases)
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図1 : 12q, 17p, 18qの欠矢と予後との関係｡それぞれ左は全症例,右は切除例を対象としたものであ
る｡ LOHはloss of heterozygosity (ヘテロ接合性の消失)でROHはretention of hetero野gOSity (ヘ
テロ按合性の保持)のことである｡
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